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「世界平和の基盤としての経済」   
                         〜コロナ後の世界経済と平和の構築〜 








2 月 12 日現在、世界全体の感染者数は米ジョンズホプキンス大のデータによれば 1 億 800
万人弱。死者数 240 万人弱。国別では米国が感染者 2740 万人弱、死者 47 万人強と最大だ。
次いでインドが感染者 1088 万人（死者 16 万人弱）、ブラジル 971 万人（死者 24 万人弱）、
メキシコ 200 万人弱（死者 17 万人強）、英国 400 万人（死者 11 万 6000 人弱）、イタリア
268 万人（死者 9万 3000 人弱）、フランス 350 万人弱（死者 8万人強）、スペイン 300 万人
強（死者 6 万 4000 人強）、ドイツ 232 万人強（死者 6 万 4000 人強）とインド、ブラジル、
メキシコを除けば欧米が圧倒的に多い。アジアではインドネシア 119 万人（死者 3万 2000 人
強）、フィリピン 54 万 3000 人強（死者 1 万 1500 人弱）、日本 41 万 2500 人強（死者 6800
人）、中国 10 万人強（死者 4800 人強）と日本が中国の 4 倍以上に感染者が増加しているの








世界銀行によると、20 年の世界の GDP は前年比 4.3％減で、21 年も 4％増にとどまるとの
見通しだ。先進国は 20 年 5.4％減。21 年 3.3％増。米国は 20 年 3.6％減から 21 年には 3.5％
増に改善見込みだ。打撃が大きいユーロ圏は 20 年は 7.4％減。21 年は 3.6％増。日本は 20 年
5.3%減、21 年 2.5％増と米国、ユーロ圏より回復の勢いが弱いのは問題だ。 
コロナ禍をいち早く抑え込んだ中国は 2020 年の GDP 成長率は 2％のプラス、21 年は 7.9％
増と独り勝ちの状態だ。中国以外の新興・途上国は 20 年 5%減。21 年 3.4％増にとどまる見
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IMF の予想では 8.3％増と欧米を大きく上回る。マネーの流入も活発になっている。 国連主



















展しつつある ASEAN（東南アジア諸国連合）10 カ国からなる AEC(アセアン経済共同体)、さら
に 2020 年 11 月に締結された画期的な RCEP(東アジア包括的経済連携＝ASEAN10 カ国に豪州、
ニュージーランド、日本、韓国、中国を加えた 15 か国が参加＝インドは脱退)、人口 22.6 億
人（世界の 30％）、GDP26 兆ドル（世界の 30％）。 
英国も参加を申請した TPP(環太平洋経済連携＝11 カ国、人口 5.1 億人（世界の 6.7％）
GDP11.3 兆ドル（世界の 13%）などで経済基盤を強化し、世界の経済発展とさらに世界の平和
構築に努力することが望まれる。 



























を占める CO2 排出国の中国の習近平・国家主席は 20 年 9 月の国連総会で 2060 年までに CO2





















５．結論～21 世紀アジア・ユーラシアの世紀から 22 世紀アフロ・ユーラシアの世紀へ～ 
2021 年 2 月 22 日の日本経済新聞朝刊は 6段抜きの 1面トップ欄で『世界裂く「K字の傷」』 
と題し、2035 年には名目 GDP で「中国＋香港」が「米国＋日本」を逆転するとの衝撃的な記
事を掲載。戦後 75 年、世界の経済、社会に甚大な影響を与えつつあるコロナ禍は世界に革命
的パラダイム・シフト（社会基盤の変容）を迫っている。 
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英国の経済学者、アンガス・マディソンによると、1820 年代には中国、インドの GDP は世
界の 60%を占めるほどに発展していた。しかし、19 世紀後半になると、世界経済発展の軸は
内燃機関の発明で産業革命を達成し、世界の 7つの海を制覇した英国（織機、機関車、船舶）、
20 世紀半ばには米国（世界の GDP の 50%を占める＝自動車、石油産業、航空機、情報通信な
ど）へ移動した。しかし 21 世紀には経済発展の主軸はアジア、中国、インド、ユーラシア大




アフロ・ユーラシア大陸は地球の陸地の 60％（約 8500 万 KM２）、地球上の全人類の 85％、
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